








様式（１）-①

都市再生整備計画

清水
き よ み ず

・祇園地区
ぎ お ん ち く

京都府
き ょ う と ふ

　京都市
き ょ う と し

（ 第５回変更 ）

令和４年３月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 36.7 ha

平成 30 年度　～ 令和 3 年度 平成 30 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ Ｈ29 R3

％ Ｈ29 R3

％ Ｈ29 R3観光客のおもてなし度

整備路線を通行する観光客を対象に，道路に関して「周
辺景観との調和」，「観光ルートとしてのわかりやすさ」等
をアンケート調査。
各アンケート回答のうち，「そう思う」「少しそう思う」の回
答割合の平均値を「おもてなし度」として設定。

おもてなし度の増加から，観光客のおもてなし効果を把握 15% 85%

歩行者の分散割合
清水寺へつながる主要な観光ルート（清水寺周辺ルート
[五条坂，松原通]，北側ルート［ねねの道，下河原通］）
のうち，北側ルートを通行する歩行者の割合

北側ルートを通行する歩行者割合の増加から，観光客が集中して
いる清水寺周辺ルート[五条坂，松原通]から，北側ルート［ねねの
道，下河原通］への歩行者の分散効果を把握

36% 45%

交差点の歩行者流動割合
神幸道交差点において東大路通を南行する歩行者数の
うち，南行左折する歩行者の割合

南行左折する歩行者割合の増加から，歩行者の誘導効果を把握 38% 50%

地域住民と来訪者にとって安心・安全で快適な歩行空間の創出
　①回遊性の向上による観光客の分散（混雑の緩和）
　②地域の取組等と連携した観光客のおもてなし

（現　況）
○清水・祇園地区は，豊かな文化財や優れた庭園をもつ寺院・神社が多く集まり，四季を通じて多くの観光客が訪れる歴史と文化の薫る国際文化観光都市・京都を代表する地区である。
○平成28年の本市の観光客数は，5,522万人であり，３年連続で5,500万人を超えるとともに，観光客が最も多かった時期と，最も少なかった時期との差も平成15年の3.6倍から1.5倍と大きく縮小するなど一年を通じて多くの観光客が訪れている。
○観光客の急増に伴い特定の歩道やバス停が混雑しており，歩行者が安心・安全に通行することのできる空間となっていない。
○観光客の急増に伴い生活道路を通行する観光客も増加しており，騒音やゴミのポイ捨てなどによって地域の生活環境が低下している。
○一方で，平成32年（2020年）の東京オリンピック・パラリンピックの開催に向け観光客のさらなる増加が見込まれており，質の高いおもてなしで観光客を迎えるため地域ぐるみで受入環境整備が求められている。

（経緯と背景）
○平成14年度から「地域住民や観光客が快適に利用できる道路の整備や交通渋滞の解消」などの地元要望を頂いており，平成16年から紅葉のピーク期に地元や警察等との連携のもと，臨時交通規制や市営駐車場の自家用車駐車不可等，「ソフト
対策」中心の交通対策に取り組んできた。
○東山が抱える「環境」，「交通」，「観光」の課題解決に向け，寺社，企業，団体等が主体となった東山「観光・交通・環境」協力会議を平成17年9月に設立し，誘導員の配置や観光マップの作成などに取り組んでいる。
○誰もが安心して観光を楽しめるユニバーサルツーリズムのまちづくりを目指し，商店や観光施設等による「京都・東山観光おもてなし隊」を組織し，観光客にトイレや道案内等のおもてなしサービスを提供している。
○平成26年7月に京都市と京都府警察は，地域との協働の下，平成32年の東京オリンピック・パラリンピック等の開催を見据え，「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」の協定を締結し，本地区においても「東山区版運動プログ
ラム」を策定し，地域，事業者，行政が協働して，パトロールや美化活動などによる防犯やおもてなしの取組を進めている。
○本地区は「打ち水」や「門掃き」などの古くから受け継がれてきた文化が今も暮らしに溶け込んでいる地域であるとともに，京都への全面移転が決定している文化庁の「地域文化創生本部」が設置（平成29年4月）されたことにより，日本の”こころの創
生”を牽引する「世界文化首都・京都」の実現に向け，京都の最大の強みである「文化力」を基軸としたまちづくりの機運が高まっている。
○上記のように多様な主体による取組を行っているが，歩行者の安心・安全な通行を確保するためには，これまで実施してきた「ソフト対策」だけでは限界があることから，「ハード整備」も併せて実施することの必要性が求められている。

○観光客の増加による混雑の緩和
○観光客に対するおもてなしの充実

○京都市基本計画（平成22年12月策定）において，「歩く魅力を最大限に味わえるような歩行者優先のまちづくり」，「美しい京都の町並を形成していくための魅力あふれる道路空間の創出」を掲げている。
○実施計画 第２ステージ(平成28年3月策定）において，「安心・安全な歩行空間の創出」，「歴史都市・京都にふさわしい，良好な道路空間の創出」，「地域に根差した暮らしの文化を通じたまちづくりの推進」が掲げられている。
○東山区基本計画（平成23年3月策定）において，だれもが安心して快適に歩くことができる取組を進め，区民にとって「住みやすく」，来訪者も「歩きたくなる」まちをつくることとしている。
○京都市歴史的風致維持向上計画（平成29年3月）（平成31年3月認定変更）において，「歴史都市・京都にふさわしい風情や品格のあるまちづくりの推進」，「人が主役の歩いて楽しいまちづくりの推進」を基本方針に掲げている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 京都府 京都市 清水・祇園地区

計画期間 交付期間 3



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
○まちづくりの目標の達成に向けた計画の管理
　・地域，学識，関係団体，行政機関が参画している「東大路通歩行空間創出推進会議」や「東山交通対策研究会」において情報共有や進捗状況の確認を行う。

○事業終了後の住民等によるまちづくりの体制
　・東山「観光・交通・環境」協力会議，京都・東山観光おもてなし隊，世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動等，地域による継続的なまちづくり活動

方針に合致する主要な事業
①回遊性の向上による観光客の分散（混雑の緩和）
・既存の石畳舗装等を活かすとともに，新たに石畳風舗装等を整備し魅力ある道路のネットワークを構築
・石畳風舗装等と調和した景観型照明（電球色）の設置
・石畳風舗装等と連携した観光案内標識の設置
　
・石畳風舗装等の維持管理と面的な整備
・地域が作成している観光マップとの連携

【基幹事業】高質空間形成施設：石畳風舗装，景観型照明等
【基幹事業】地域生活基盤施設：観光案内標識
【提案事業】事業活用調査費：事業効果分析（交通量調査等）

【基幹事業】道路：舗装整備工事（石畳舗装）
【関連事業】安心・安全な東大路歩行空間創出事業（石畳風歩道舗装整備）
【関連事業】観光マップの広報の充実

②地域の取組等との連携による観光客のおもてなし
・石畳風保水性舗装の整備と打ち水等の暮らしの文化の連携
・景観型照明（電球色）と花灯路等の地域のイベントとの灯りによる連携
・観光案内標識の充実

・石畳風舗装等の維持管理と面的な整備
・地域が作成している観光マップとの連携

【基幹事業】高質空間形成施設：石畳風舗装，景観型照明等
【基幹事業】地域生活基盤施設【基幹事業】：観光案内標識
【提案事業】事業活用調査費：事業効果分析（アンケート調査）

【基幹事業】道路：舗装整備工事（石畳舗装）
【関連事業】安心・安全な東大路歩行空間創出事業（石畳風歩道舗装整備）
【関連事業】観光マップの広報の充実



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（１）-④-３

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 京都市 直 L=0.4km H29 R3 R1 R3 344.2 323.2 323.2 323.2 －

公園

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 京都市 直 N=27基 H30 R3 H30 R1 10.0 10.0 10.0 10.0 －

高質空間形成施設 京都市 直
A=5,930m2

N=27基
H30 R2 H30 R2 311.1 311.1 311.1 311.1 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

滞在環境整備事業

合計 665.3 644.3 644.3 0 644.3 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

京都市 直 － H30 R3 R3 R3 6.4 6.4 6.4 6.4

合計 6.4 6.4 6.4 0 6.4 …B

合計(A+B) 650.7
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
京都市 国土交通省 L=0.03km ○ H29 H30 21

京都市 L=2.12km ○ H29 R2 475

合計 496

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

(市)安井経６号線（ねねの道） 舗装整備（石畳舗装）

安心・安全な東大路歩行空間創出事業 歩道整備（石畳風歩道舗装）等

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

事業効果分析 -

直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体

石畳風舗装，景観型照明等

既存建造物活用事業

交付期間内事業期間
細項目

舗装整備（石畳舗装）

観光案内標識

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 650.7 交付限度額 306.3 国費率 0.471



都市再生整備計画の区域

　清水・祇園地区（京都府京都市） 面積 36.7 ha 区域 東山区八坂上町，清水４丁目の全部と祇園町南側，下河原町の一部　他地内

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

歴史的風致維持向上計

画重点区域
A = 2,468ha
（歴史的市街地地区）

都市再生整備計画区域
A = 36.7ha
（清水・祇園地区）

※着色のない区域は市街化調整区域
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都市再生整備計画区域



歩行者の分散割合 （％） 36 （H２９年度） → 45 （R３年度）

交差点の歩行者流動割合 （％） 38 （H２９年度） → 50 （R３年度）

観光客のおもてなし度 （％） 15 （H２９年度） → 85 （R３年度）

　清水・祇園地区（京都府京都市）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標

地域住民と来訪者にとって安心・安全で快適な歩行空間の創出

　①回遊性の向上による観光客の分散（混雑の緩和）

　②地域の取組等と連携した観光客のおもてなし

代表的な

指標

四
条

通

茶
わ

ん
坂二寧坂

産寧坂

■基幹事業（高質空間形成施設）
石畳風舗装，景観型照明等

■基幹事業（地域生活基盤施設）
観光案内標識

○関連事業
安心・安全な東大路歩行空間創出事業
（石畳風歩道舗装）

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

石畳風舗装等
景観型照明整備路線

石畳風等整備済路線

関連事業路線

高台寺

円山公園

八坂神社

建仁寺

100m 100 200 300m0

※着色のない区域は市街化調整区域
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通

都市再生整備計画区域

■基幹事業（道路）
石畳舗装

石畳舗装路線

清水寺

滞在快適性等向上区域(36.7ha)

○関連事業
地域が作成している観光
マップとの連携

□提案事業（事業活用調査）
事業効果分析


